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往々にして、
社会的成功や身勝手な自由を追
求する
現代社会にあって、
キリスト者は、
互いに手を差し伸べ合う
きょうだい愛の美しさを
証しするよう
招かれています。

相手を受け入れること、自分と違う
人を受け入れることはキリスト教的
愛の土台です。
そして、とくに現代、イエスが
その建設に私たちを招いておられる
『愛の文明』、『交わりの文化』
に向かって、私たちが踏み出すべき
第一歩、出発点なのです。」1

このみ言葉を、まずそれぞれ
の家庭、共同体、学校、ス
ポーツの場で生きるように努
めましょう。

自分の中から裁き、差別、恨
み、人を許せない心を取り除
くようにしましょう。

このような心は、容易にしか
も頻繁に姿を見せますが、人
間関係を損ない、冷たくし、
まるで錆のように相互の愛を
妨げるものです。

弟子たちは自ら

の弱さの中に

あっても、

神に受け入れら

れた体験があっ

たからこそ、

きょうだいを温

かく迎えること

ができました。

それが彼らの証

しでした。

マタイ福音書は、
イエスが十二使徒
を選び、福音の
メッセージを告げ
知らせるために
派遣する様子を
語っています。

「あなたがたを受け入れる人は、わたしを受け入れ、わたしを受
け入れる人は、わたしを遣わされた方を受け入れるのである」

「イエスは、私たち一人ひとりを限りなく受け入れて下さる
天の御父の愛を示されたのです。それなら、私たちも
お互いにこのような愛を持つべきではないでしょうか。」
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« 僕らの経験 »

(マタイ10章40節)

「きょうだい愛の美しさを証しする」
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